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本報告書に関するお問い合わせ先は、以下の通りです。

コ ー ル セ ン タ ー

受付時間は営業日の午前９時～午後５時

追加型投信／海外／債券

新興国公社債オープン（通貨選択型）
中国元コース（毎月決算型）

作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日

第51期（決算日 2014年 8月14日）　　第54期（決算日 2014年11月14日）

第52期（決算日 2014年 9月16日）　　第55期（決算日 2014年12月15日）

第53期（決算日 2014年10月14日）　　第56期（決算日 2015年 1月14日）

＜受益者のみなさまへ＞

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、このたび「新興国公社債オープン（通貨選択型） 中国元コース（毎月決算型）」は、2015

年1月14日に第56期の決算を行いましたので、第51期から第56期の運用状況をご報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券

信 託 期 間 2019年9月26日まで（2010年3月30日設定）

運 用 方 針 ファンド・オブ・ファンズ方式により、安定したインカムゲインの確保と信託財産の成長を目指して運用を行います。

主 要 投 資 対 象

当 フ ァ ン ド
エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボンド・ファンド（ＣＮＹクラス）受益証券およびマネー・プール 

マザーファンド受益証券

エマージング・ソブリン・アンド・コーポ

レート・ボンド・ファンド（ＣＮＹクラス）
主に米ドル建の新興国の政府および政府機関等の発行するソブリン債券、および新興国の企業が発行する社債

マネー・プール マザーファンド わが国の公社債

運 用 方 法

・主として米ドル建（現地通貨建の債券にも投資を行う場合があり、これらについて現地通貨売り／米ドル買いの為替取引を行ったものも含みま

す。）の新興国のソブリン債券と社債に投資を行います。

・安定したインカムゲインの確保と、債券の値上がり益および為替差益の獲得を目指します。

・実質的な米ドル建資産に対して、原則として米ドル売り／中国元買いの為替取引を行います。

主 な 投 資 制 限
・投資信託証券、短期社債等およびコマーシャル・ペーパー以外の有価証券への投資は行いません。

・投資信託証券への投資割合には、制限を設けません。

分 配 方 針

毎月14日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を行います。分配対象額の範囲は、経費控除後の配当等収益と売

買益（評価益を含みます。）等の全額とします。基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、分配金額を決定します。（ただし、分配対

象収益が少額の場合には分配を行わない場合もあります。）
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最近５作成期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債券組入
比 率

債券先物
比 率

投資信託
証券比率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

第
6
作
成
期

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
27期（2012年 8月14日） 9,804 30 1.0 0.0 － 97.9 57
28期（2012年 9月14日） 9,905 30 1.3 0.0 － 98.0 56
29期（2012年10月15日） 10,206 30 3.3 0.0 － 98.0 55
30期（2012年11月14日） 10,385 30 2.0 0.0 － 97.8 57
31期（2012年12月14日） 11,016 30 6.4 0.0 － 97.8 59
32期（2013年 1月15日） 11,800 30 7.4 0.0 － 97.9 61

第
7
作
成
期

33期（2013年 2月14日） 12,201 30 3.7 0.0 － 98.0 63
34期（2013年 3月14日） 12,555 30 3.1 0.0 － 97.9 71
35期（2013年 4月15日） 13,088 30 4.5 0.0 － 97.9 74
36期（2013年 5月14日） 13,543 30 3.7 0.0 － 98.0 76
37期（2013年 6月14日） 12,055 30 △10.8 0.0 － 97.9 59
38期（2013年 7月16日） 12,295 30 2.2 0.0 － 98.0 59

第
8
作
成
期

39期（2013年 8月14日） 12,243 30 △ 0.2 0.0 － 98.0 53
40期（2013年 9月17日） 12,112 30 △ 0.8 0.0 － 98.0 51
41期（2013年10月15日） 12,287 30 1.7 0.0 － 98.0 52
42期（2013年11月14日） 12,263 30 0.0 0.0 － 97.9 52
43期（2013年12月16日） 12,860 30 5.1 0.0 － 97.6 54
44期（2014年 1月14日） 13,058 30 1.8 0.0 － 98.0 63

第
9
作
成
期

45期（2014年 2月14日） 12,778 30 △ 1.9 0.0 － 98.0 62
46期（2014年 3月14日） 12,679 30 △ 0.5 0.0 － 97.9 61
47期（2014年 4月14日） 12,787 30 1.1 0.0 － 98.0 62
48期（2014年 5月14日） 13,062 30 2.4 0.0 － 98.0 53
49期（2014年 6月16日） 13,206 30 1.3 0.0 － 98.0 52
50期（2014年 7月14日） 13,204 30 0.2 0.0 － 98.0 46

第
10
作
成
期

51期（2014年 8月14日） 13,385 30 1.6 0.0 － 98.0 46
52期（2014年 9月16日） 14,009 30 4.9 0.0 － 98.0 49
53期（2014年10月14日） 14,018 30 0.3 0.0 － 98.0 49
54期（2014年11月14日） 15,055 30 7.6 0.0 － 98.0 54
55期（2014年12月15日） 14,979 30 △ 0.3 0.0 － 97.9 54
56期（2015年 1月14日） 14,973 30 0.2 0.0 － 97.9 54

（注1）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（注2）当ファンドは親投資信託を組み入れていますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しています。

（注3）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

・本報告書において、作成対象期間を当作成期という場合があります。
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当作成期の基準価額等の推移

決 算 期 年 月 日
基 準 価 額 債券組入

比 率
債券先物
比 率

投資信託
証券比率騰 落 率

第51期

（期　　　首） 円 ％ ％ ％ ％
2014年 7月14日 13,204 － 0.0 － 98.0

7月末 13,487 2.1 0.0 － 98.0

（期　　　末）
2014年 8月14日 13,415 1.6 0.0 － 98.0

第52期

（期　　　首）
2014年 8月14日 13,385 － 0.0 － 98.0

8月末 13,681 2.2 0.0 － 97.9

（期　　　末）
2014年 9月16日 14,039 4.9 0.0 － 98.0

第53期

（期　　　首）
2014年 9月16日 14,009 － 0.0 － 98.0

9月末 14,149 1.0 0.0 － 98.0

（期　　　末）
2014年10月14日 14,048 0.3 0.0 － 98.0

第54期

（期　　　首）
2014年10月14日 14,018 － 0.0 － 98.0

10月末 14,325 2.2 0.0 － 98.0

（期　　　末）
2014年11月14日 15,085 7.6 0.0 － 98.0

第55期

（期　　　首）
2014年11月14日 15,055 － 0.0 － 98.0

11月末 15,310 1.7 0.0 － 98.0

（期　　　末）
2014年12月15日 15,009 △0.3 0.0 － 97.9

第56期

（期　　　首）
2014年12月15日 14,979 － 0.0 － 97.9

12月末 15,308 2.2 0.0 － 98.0

（期　　　末）
2015年 1月14日 15,003 0.2 0.0 － 97.9

（注1）各期末基準価額は分配金込み、騰落率は各期首比です。

（注2）当ファンドは親投資信託を組み入れていますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しています。

（注3）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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運用経過

基準価額等の推移について （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

0

40

80

120

160

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000
(百万円)(円)

第51期首
(2014/7/14)

第52期末
(2014/8/14)

第53期末
(2014/9/16)

第54期末
(2014/10/14)

第55期末
(2014/11/14)

第56期末
(2014/12/15)

第57期末
(2015/1/14)

分配金再投資基準価額（左目盛）
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基準価額の主な変動要因 （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

➢債券要因（債券の利息や価格変動に起因するもの）

➢為替要因（為替変動等に起因するもの）

実質的に投資している米ドル建の新興国のソブリン債券と社債からの利息収入が得られたもの
の、当該債券の価格が下落したことが基準価額の下落要因となりました。

中国元が円に対して上昇（円安）したことが基準価額の上昇要因となりました。また、実質的に
投資している米ドル建資産に対して、米ドル売り／中国元買いの為替取引を行った際のプレミア
ム（金利差相当分の収益）およびコスト（金利差相当分の費用）などが、基準価額の変動要因と
なりました。

第51期首：13,204円
第56期末：14,973円（既払分配金180円（税込み））
騰落率 ：＋14.8％（分配金再投資ベース）

当ファンドの作成対象期間中の騰落率は
プラス14.8％となりました。

（注）騰落率は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンドの運用の実質的なパフォー
マンスを示すものです。

※分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、
お客さまの損益の状況を示すものではありません。

※分配金再投資基準価額は、第51期首の基準価額の値と等しくして指数化したものです。
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投資環境について （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

➢新興国債券市場の動向　

➢為替市場の動向　

（注1）第51期首を100として指数化しています。
（注2）グラフの数値は、ファンドの基準価額との関連を考慮して、前営業日の値を

使用しています。
（注3）指数については、後記「本報告書で使用している指数について」をご参照く

ださい。
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（出所：Bloomberg）
J.P. Morgan EMBI Global Diversified J.P. Morgan CEMBI Broad Diversified

〈新興国債券市場の推移〉
新興国債券市場は、作成対象期間を通してみる
とソブリン債券、社債ともに下落する結果とな
りました。
作成対象期間の初めから2014年11月まで、新興
国債券市場はおおむね堅調に推移したものの、
12月に入るとギリシャでの政局不安の高まりや
原油価格の下落などを背景とする世界的なリス
ク回避の流れを背景に急落しました。新興国債
券市場はその後持ち直しの動きとなったもの
の、作成対象期間を通しては下落する結果とな
り、ソブリン債券のパフォーマンスが社債のパ
フォーマンスに劣後する結果となりました。

（注）グラフの数値は、ファンドの基準価額との関連を考慮して、前営業日の値を
使用しています。
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〈中国元対円レート〉
大幅な円安・米ドル高となったことなどから、
中国元は、対円で大幅に上昇しました。

➢国内短期金融市場の動向

〈無担保コール翌日物金利の推移〉
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推移しま
した。

〈国庫短期証券（3ヵ月物）の利回りの推移〉
2014年8月まで低位で推移していた国庫短期証券（3ヵ月物）の利回りは、9月以降日銀による短期国
債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、マイナスとなりました。10月末の日銀による
追加の金融緩和政策を受けて、日銀の短期国債の買入れが減少するとの見通しなどから、11月初旬
にかけて同利回りは0％程度まで上昇しました。その後も、一時的に同利回りは0％程度まで上昇す
る場面があったものの、おおむねマイナスで推移しました。
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ポートフォリオについて （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

➢新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

➢エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボンド・ファンド（CNYクラス）

➢マネー・プール マザーファンド

・作成対象期間を通じて、円建の外国投資信託であるエマージング・ソブリン・アンド・コーポ

レート・ボンド・ファンド（CNYクラス）を高位に組み入れ、マネー・プール マザーファンドに

も一部投資を行いました。

・作成対象期間末において、エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボンド・ファンド

（CNYクラス）を97.9％、マネー・プール マザーファンドを0.0％組み入れました。

・主として米ドル建の新興国のソブリン債券および社債に投資を行うとともに、実質的な米ドル建

資産に対して、米ドル売り／中国元買いの為替取引を行いました。

・ポートフォリオの構築にあたっては、徹底したボトムアップ・アプローチによるソブリン債券の

投資国選択および社債の銘柄選択を行いました。

・ソブリン債券と社債との比較では、現状の信用力対比のスプレッド（米国国債との利回り格差）

水準から社債に投資妙味があると考えており、社債の組入比率を基本比率である30％と比べて高

めとしました。

・ソブリン債券の運用においては、トルコやインドネシアなどの相対的に信用力の高い国を中核に

据える一方で、ザンビアやコートジボワールなどの低格付け国を戦略的に組み入れました。

・社債の運用においては、割安な水準で発行される新発債を適宜買い付け、幅広い銘柄に分散投資

を行いました。セクター別では、公益セクターや石油セクターをはじめ、今後新興国における中

産階級の増加やこれに伴う国内消費の拡大の恩恵を受けると思われる不動産や消費関連セクター

などにも投資を行いました。

（注）当記載は、エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボンド・ファンドの資料を基に、国際投信投資顧問が

作成したものです。

わが国の短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンへの投資を通じて、常時適正な

流動性を保持するように運用を行いました。
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分配金について

今後の運用方針

➢新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

➢エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボンド・ファンド（CNYクラス）

➢マネー・プール マザーファンド

分配については、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、第51期から第56期までの1
万口当たり分配金（税込み）はそれぞれ30円とさせていただきました。なお、分配金に充てなかっ
た留保益については、特に制限を設けず、運用の基本方針に則した運用を行います。

引き続き、円建の外国投資信託であるエマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボンド・
ファンド（CNYクラス）に投資を行います。また、マネー・プール マザーファンドへも投資を行いま
す。

・引き続き、主として米ドル建の新興国のソブリン債券および社債に投資を行うとともに、実質的な
米ドル建資産に対して、原則として米ドル売り／中国元買いの為替取引を行います。

・ポートフォリオの構築にあたっては、徹底したボトムアップ・アプローチによるソブリン債券の投
資国選択および社債の銘柄選択を行います。

・ソブリン債券と社債との比較では、信用力対比のスプレッド水準から現状は社債に投資妙味がある
と判断しており、引き続き社債の組入比率を基本比率である30％と比べて高めとする方針です。

・ソブリン債券では、今後健全な経済成長が見込まれるトルコやインドネシアなどをはじめ、中長期
的な観点からの組み入れを基本とします。

・社債では、とりわけ新興国の中産階級の増加やこれに伴う国内消費の拡大などの恩恵を受けると考
えられる消費関連や不動産、産業セクターなどに魅力的な企業が多いと考えています。

（注）当記載は、エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボンド・ファンドの資料を基に、国際投信投資顧問が作
成したものです。

引き続き、わが国の短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンでの運用を行います。
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１万口（元本10,000円）当たりの費用明細

項　　　　目
第51期～第56期

（2014/7/15～2015/1/14） 項目の概要
金　　額 比　　率

円 ％

(a) 信 託 報 酬 77 0.534

(a)信託報酬＝作成対象期間の平均基準価額×

信託報酬率×
作成対象期間の日数

年間日数

作成対象期間の平均基準価額は14,376
円です。

(投 信 会 社) (32) (0.215)
・当ファンドの運用、受託会社への運用指図、目論見
書等の作成等の対価

(販 売 会 社) (43) (0.302)
・交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管
理、購入後の情報提供等の対価

(受 託 会 社) (2) (0.016)
・当ファンドの財産の保管および管理、投信会社から
の運用指図の実行等の対価

(b) そ の 他 費 用 0 0.002 (b)その他費用＝
作成対象期間のその他費用

作成対象期間の平均受益権口数

(監 査 費 用) (0) (0.002) ・監査法人に支払われる当ファンドの監査費用等

合　　　　計 77 0.536
（注1）作成対象期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出

した結果です。

（注2）消費税は作成対象期間末の税率を採用しています。

（注3）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。

（注4）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成対象期間の平均基準価額（各月末の単純平均）で除して100を

乗じたもので、項目ごとに小数第3位未満は四捨五入しています。

（注5）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。

（注6）単位未満は0と表示しています。
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当作成期の売買及び取引の状況（2014年7月15日から2015年1月14日まで）

投資信託証券

決 算 期 第 51 期 ～ 第 56 期
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

外国（邦貨建） 千口 千円 千口 千円

エマージング・ソブリン・アンド・コーポ
レート・ボンド・ファンド（ＣＮＹクラス）

3,366 3,566 1,087 1,130

合 計 3,366 3,566 1,087 1,130
（注1）金額は受渡代金です。

（注2）口数・金額の単位未満は切り捨てです。

当作成期の利害関係人※との取引状況等（2014年7月15日から2015年1月14日まで）

(１) 利害関係人との取引状況

①　新興国公社債オープン（通貨選択型） 中国元コース（毎月決算型）

決 算 期 第 51 期 ～ 第 56 期

区 分 買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
投 資 信 託 証 券 3 － － 1 － －

②　マネー・プール マザーファンド

決 算 期 第 51 期 ～ 第 56 期

区 分 買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
現 先 取 引（公社債） 362,921 － － 363,121 － －

平均保有割合0.0％

（平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該子投資信託の親投資信託所有口数の割合です。）

(２) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 第 51 期 ～ 第 56 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額（Ａ） －千円

う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額（Ｂ） －千円

（Ｂ）／（Ａ） －％
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当作成期における利害関係人との取引はありません。
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自社による当ファンドの設定・解約状況（2014年7月15日から2015年1月14日まで）

当作成期首残高(元本) 当作成期設定元本 当作成期解約元本 当作成期末残高(元本) 取 引 の 理 由

百万円 百万円 百万円 百万円
20 － － 20 商品性を適正に維持するための取得

(２) 親投資信託残高

種 類
第 ９ 作 成 期 末 第 10 作 成 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
マ ネ ー ・ プ ー ル  マ ザ ー フ ァ ン ド 19 19 20

（注）口数・評価額の単位未満は切り捨てです。

組入資産の明細

(１) ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

フ ァ ン ド 名
第 10 作 成 期 末

口 数 評 価 額 比 率
千口 千円 ％

エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・
ボンド・ファンド（ＣＮＹクラス）

49,321 53,632 97.9

合 計 49,321 53,632 97.9
（注1）比率は純資産総額に対する評価額の比率です。
（注2）口数・評価額の単位未満は切り捨てです。
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投資信託財産の構成� 2015年1月14日現在

項 目
第 10 作 成 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

投 資 信 託 受 益 証 券 53,632 97.6
マ ネ ー ・ プ ー ル  マ ザ ー フ ァ ン ド 20 0.0
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 1,272 2.4
投 資 信 託 財 産 総 額 54,924 100.0

（注）評価額の単位未満は切り捨てです。

資産、負債、元本及び基準価額の状況

(2014年8月14日) (2014年9月16日) (2014年10月14日) (2014年11月14日) (2014年12月15日) (2015年1月14日)現在

項 目 第 51 期 末 第 52 期 末 第 53 期 末 第 54 期 末 第 55 期 末 第 56 期 末
円 円 円 円 円 円

(Ａ)資 産 47,160,179 49,452,690 50,013,960 54,720,172 54,518,147 54,924,310
コール・ローン等 1,078,882 1,118,957 1,135,853 1,242,106 1,259,353 1,261,614
投資信託受益証券(評価額) 46,031,218 48,293,654 48,848,028 53,457,985 53,218,711 53,632,613
マネー･プール マザーファンド(評価額) 20,078 20,078 20,078 20,080 20,082 20,082
未 収 入 金 30,000 20,000 10,000 － 20,000 10,000
未 収 利 息 1 1 1 1 1 1

(Ｂ)負 債 176,795 151,985 147,511 155,026 178,890 167,707
未 払 金 － － － － 20,000 10,000
未 払 収 益 分 配 金 105,302 105,580 106,721 108,729 108,831 109,714
未 払 解 約 金 29,304 － － － － －
未 払 信 託 報 酬 42,030 46,230 40,640 46,122 49,867 47,806
そ の 他 未 払 費 用 159 175 150 175 192 187

(Ｃ)純資産総額(Ａ－Ｂ) 46,983,384 49,300,705 49,866,449 54,565,146 54,339,257 54,756,603
元 本 35,100,843 35,193,370 35,573,915 36,243,103 36,277,180 36,571,351
次 期 繰 越 損 益 金 11,882,541 14,107,335 14,292,534 18,322,043 18,062,077 18,185,252

(Ｄ)受 益 権 総 口 数 35,100,843口 35,193,370口 35,573,915口 36,243,103口 36,277,180口 36,571,351口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,385円 14,009円 14,018円 15,055円 14,979円 14,973円

（注1）当ファンドの第51期首元本額は35,164,027円、第51期～第56期中追加設定元本額は1,528,195円、第51期～第56期中一部解約元本額は120,871円です。
（注2）1口当たり純資産額は、第51期末1.3385円、第52期末1.4009円、第53期末1.4018円、第54期末1.5055円、第55期末1.4979円、第56期末1.4973円です。

※本運用報告書作成時点において、本計算期間に係るファンドの監査は終了していません。
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損益の状況

第51期（自2014年7月15日　至2014年 8月14日）　第54期（自2014年10月15日　至2014年11月14日）
第52期（自2014年8月15日　至2014年 9月16日）　第55期（自2014年11月15日　至2014年12月15日）
第53期（自2014年9月17日　至2014年10月14日）　第56期（自2014年12月16日　至2015年 1月14日）

項 目 第 51 期 第 52 期 第 53 期 第 54 期 第 55 期 第 56 期

円 円 円 円 円 円

(Ａ)配 当 等 収 益 239,554 273,454 209,653 289,112 216,598 237,823

受 取 配 当 金 239,521 273,418 209,625 289,090 216,563 237,782

受 取 利 息 33 36 28 22 35 41

(Ｂ)有価証券売買損益 545,495 2,069,018 △    35,251 3,569,739 △   335,835 △   104,466

売 買 益 873,217 2,481,735 86,444 3,716,039 1,123 366,241

売 買 損 △   327,722 △   412,717 △   121,695 △   146,300 △   336,958 △   470,707

(Ｃ)信 託 報 酬 等 △    42,189 △    46,405 △    40,790 △    46,297 △    50,059 △    47,993

(Ｄ)当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 742,860 2,296,067 133,612 3,812,554 △   169,296 85,364

(Ｅ)前 期 繰 越 損 益 金 8,069,449 8,707,007 10,897,494 10,920,820 14,624,645 14,338,823

(Ｆ)追加信託差損益金 3,175,534 3,209,841 3,368,149 3,697,398 3,715,559 3,870,779

(配 当 等 相 当 額) (   4,782,692) (   4,828,414) (   5,017,931) (   5,361,196) (   5,380,037) (   5,552,151)

(売買損益相当額) (△ 1,607,158) (△ 1,618,573) (△ 1,649,782) (△ 1,663,798) (△ 1,664,478) (△ 1,681,372)

(Ｇ) 計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 11,987,843 14,212,915 14,399,255 18,430,772 18,170,908 18,294,966

(Ｈ)収 益 分 配 金 △   105,302 △   105,580 △   106,721 △   108,729 △   108,831 △   109,714

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 11,882,541 14,107,335 14,292,534 18,322,043 18,062,077 18,185,252

追加信託差損益金 3,175,534 3,209,841 3,368,149 3,697,398 3,715,559 3,870,779

(配 当 等 相 当 額) (   4,782,692) (   4,828,414) (   5,017,931) (   5,361,196) (   5,380,037) (   5,552,151)

(売買損益相当額) (△ 1,607,158) (△ 1,618,573) (△ 1,649,782) (△ 1,663,798) (△ 1,664,478) (△ 1,681,372)

分 配 準 備 積 立 金 12,530,775 12,693,234 12,755,376 14,624,645 14,682,354 14,754,594

繰 越 損 益 金 △ 3,823,768 △ 1,795,740 △ 1,830,991 － △   335,836 △   440,121

（注1）損益の状況の中で

・（Ｂ）有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。

・（Ｃ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。

・（Ｆ）追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注2）分配金の計算過程

項 目 第 51 期 末 第 52 期 末 第 53 期 末 第 54 期 末 第 55 期 末 第 56 期 末

(ａ)配当等収益(費用控除後) 226,682円 268,039円 168,863円 285,644円 166,540円 189,830円

(ｂ)有価証券等損益額(費用控除後) 0 0 0 1,696,519 0 0

(ｃ)信託約款に規定する収益調整金 4,782,692 4,828,414 5,017,931 5,361,196 5,380,037 5,552,151

(ｄ)信託約款に規定する分配準備積立金 12,409,395 12,530,775 12,693,234 12,751,211 14,624,645 14,674,478

(ｅ)分配対象収益(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 17,418,769 17,627,228 17,880,028 20,094,570 20,171,222 20,416,459

(ｆ)分配金額 105,302 105,580 106,721 108,729 108,831 109,714

(ｇ)分配金額(1万口当たり) 30 30 30 30 30 30
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分配金のお知らせ

決 算 期 第51期 第52期 第53期 第54期 第55期 第56期
１万口当たり分配金(税引前) 30円 30円 30円 30円 30円 30円
分 配 金 落 ち 後 基 準 価 額 13,385円 14,009円 14,018円 15,055円 14,979円 14,973円

分配原資の内訳� （1万口当たり、税込み）

第51期
2014年7月15日～

　2014年8月14日

第52期
2014年8月15日～

　2014年9月16日

第53期
2014年9月17日～

　2014年10月14日

第54期
2014年10月15日～

　2014年11月14日

第55期
2014年11月15日～

　2014年12月15日

第56期
2014年12月16日～

　2015年1月14日

当期分配金 30円 30円 30円 30円 30円 30円
（対基準価額比率） 0.224％ 0.214％ 0.214％ 0.199％ 0.200％ 0.200％
当期の収益 30円 30円 30円 30円 30円 30円
当期の収益以外 －円 －円 －円 －円 －円 －円

翌期繰越分配対象額 4,932円 4,978円 4,996円 5,514円 5,530円 5,552円
（注1）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損金補てん後の有価証券売買等損益（評価益を含む）」から

分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は、「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。
（注2）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注3）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

お知らせ

投資信託及び投資法人に関する法律等の改正に伴い、2014年12月1日以降に作成期日（作成基準日となる
ファンドの決算日）を迎える運用報告書については、運用報告書に記載すべき事項のうち重要な事項を
記載した「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本報告書）に二段階化されることになりま
した。
「運用報告書（全体版）」は弊社のホームページでご覧いただけますが、ご請求いただいた場合には交
付いたします。詳しくは、販売会社までお問い合わせください。

■約款変更について （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

●「運用報告書（全体版）」について電磁的方法により提供するための、所要の約款変更を2014年12
月1日に行いました。

●投資信託の併合及び約款変更並びに投資信託契約の解約に関する書面決議に係る受益者数要件を廃
止するための、所要の約款変更を2014年12月1日に行いました。

●受益者の利益に及ぼす影響が軽微な投資信託の併合に関する書面決議を不要とするための、所要の
約款変更を2014年12月1日に行いました。

●反対受益者の受益権買取請求の規定を適用除外とするための、所要の約款変更を2014年12月1日に行
いました。

＜投資環境についてで用いた指数＞
※J.P. Morgan EMBI Global Diversifiedはエマージング・カントリーの国債を中心とした債券の投資総合収益を指数化したものです。J.P. 

Morgan CEMBI Broad Diversifiedはエマージング・カントリーの社債を中心とした債券の投資総合収益を指数化したものです。

※J.P. Morgan EMBI Global Diversified、J.P. Morgan CEMBI Broad Diversified：情報は、信頼性があると信じられる情報源から取得した

ものですが、J.P. Morganはその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使用しています。J.P. Morganから

の書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2015, J.P. Morgan Chase & Co. All 

rights reserved.

本報告書で使用している指数について
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〈ご参考〉投資対象とする投資信託証券の概要

エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボンド・ファンド（ＣＮＹクラス）

　当ファンドは、新興国公社債オープン（通貨選択型） 中国元コース（毎月決算型）が投資対象とする外国
投資信託証券です。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

投 資 信 託 証 券 エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボンド・ファンド（ＣＮＹクラス）

運 用 方 針

１．主に米ドル建の新興国の政府および政府機関等の発行するソブリン債、および新興国の企業が
発行する社債を中心に投資を行います。また、外国為替予約取引および直物為替先渡取引（Ｎ
ＤＦ）等を活用します。

２．保有米ドル建資産に対して、原則として米ドル売り／中国元買いの為替取引を行います。
３．投資対象国・地域における非常事態（金融危機、デフォルト、重大な政策変更や資産凍結を含

む規制の導入、自然災害、クーデターや重大な政治体制の変更、戦争等の場合をいいます。）
の発生を含む市況動向や資金動向、残存信託期間等の事情によっては、前記のような運用がで
きない場合があります。

投 資 運 用 会 社
Ｔ．ロウ・プライス・インターナショナル・リミテッド（T.Rowe Price International, 
Limited）

信 託 期 限 無期限

設 定 日 2010年3月30日

会 計 年 度 毎年3月末

収 益 分 配 方 針 原則として、毎月分配を行います。
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エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボンド・ファンド

損益計算書、有価証券明細表は、入手可能なFinancial Statementsから抜粋し、国際投信投資顧

問が編集および一部翻訳したものです。

１．損益計算書

2014年3月31日終了年度

（米ドルで表示）

投資収益

受取利息（外国税額控除後）

投資収益合計

費用

運用受託報酬

会計処理および管理手数料

管理報酬

専門家報酬

名義書換事務代行手数料

受託者報酬

登録手数料

その他の費用

費用合計

投資純利益

実現および未実現損益：

実現損益：

投資有価証券

外国通貨取引および為替予約取引

実現純損益

未実現評価損益の純変動：

投資有価証券

外国通貨取引および為替予約取引

未実現評価損益の純変動

実現および未実現損益（純額）

営業活動による純資産の増減（純額）

（注）（　）内の金額は、マイナスの金額です。
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２．有価証券明細表

（2014年3月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年3月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年3月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年3月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年3月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年3月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年3月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年3月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年3月31日現在）

元本金額 銘柄名 公正価値
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（2014年3月31日現在）

元本金額 銘柄名 純資産比率 公正価値

ファンド　レベルでの為替予約取引

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損

未実現
評価損益
（純額）
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（2014年3月31日現在）

ＡＵＤクラスにおける為替予約取引

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損

未実現
評価損益
（純額）
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（2014年3月31日現在）

ＢＲＬクラスにおける為替予約取引

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損

未実現
評価損益
（純額）
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（2014年3月31日現在）

ＢＲＬクラスにおける為替予約取引（続き）

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損

未実現
評価損益
（純額）
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（2014年3月31日現在）

ＣＮＹクラスにおける為替予約取引

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損

未実現
評価損益
（純額）
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（2014年3月31日現在）

ＪＰＹクラスにおける為替予約取引

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損

未実現
評価損益
（純額）
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（2014年3月31日現在）

ＺＡＲクラスにおける為替予約取引

ファンドのデリバティブ・ポジションの要約

取得 取引相手 契約額 決済日 売却 契約額 未実現評価益 未実現評価損

未実現
評価損益
（純額）

取引相手
デリバティブ
資産の額

デリバティブ
負債の額 受取担保金 差入担保金 純額

合計

店頭デリバティブ
為替予約

通貨略称
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運用報告書（全体版）
第11期（決算日　2015年1月14日）

（計算期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

　

●当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 わが国の公社債に投資し、安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主 な 投 資 対 象 わが国の公社債

主 な 投 資 制 限 外貨建資産への投資は行いません。
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最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債 券 組 入
比 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
 7期（2013年1月15日） 10,034 0.0 89.3 － 896

 8期（2013年7月16日） 10,039 0.0 91.6 － 1,854

 9期（2014年1月14日） 10,042 0.0 90.4 － 1,437

10期（2014年7月14日） 10,045 0.0 93.4 － 1,284

11期（2015年1月14日） 10,047 0.0 84.8 － 1,179
（注）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

当期の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額

債券組入比率 債券先物比率
騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2014年 7月14日 10,045 － 93.4 －

7月末 10,045 0.0 87.0 －

8月末 10,045 0.0 94.4 －

9月末 10,045 0.0 94.5 －

10月末 10,046 0.0 83.4 －

11月末 10,046 0.0 99.2 －

12月末 10,047 0.0 92.5 －

（期　　　末）
2015年１月14日 10,047 0.0 84.8 －

（注1）騰落率は期首比です。

（注2）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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運用経過

基準価額等の推移について （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

基準価額の主な変動要因 （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

日銀による金融緩和政策の影響から、短期金利は低位で推移しました。これらを受けて、基準価額
は10,045円から10,047円の間で推移しました。

10,042

10,044

10,046

10,048

10,050
(円)

'14/7 8 9 10 11 12 '15/1
(年月)

当マザーファンドの作成対象期間中の騰落率
はプラス0.0％となりました。
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投資環境について （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

➢国内短期金融市場の動向

ポートフォリオについて （作成対象期間：2014年7月15日～2015年1月14日）

今後の運用方針

わが国の短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンへの投資を通じて、常時適正
な流動性を保持するように運用を行いました。

引き続き、わが国の短期国債（国庫短期証券）現先取引およびコール・ローンでの運用を行います。

-0.1

0

0.1

0.2

無担保コール翌日物金利

9 11108 12 '15/1
(年月)

国庫短期証券（3ヵ月物）の利回り

'14/7

〈無担保コール翌日物金利の推移〉
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担
保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推移
しました。

〈国庫短期証券（3ヵ月物）の利回りの推移〉
2014年8月まで低位で推移していた国庫短期証券
（3ヵ月物）の利回りは、9月以降日銀による短
期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まり
などから、マイナスとなりました。10月末の日
銀による追加の金融緩和政策を受けて、日銀の
短期国債の買入れが減少するとの見通しなどか
ら、11月初旬にかけて同利回りは0％程度まで上
昇しました。その後も、一時的に同利回りは0％
程度まで上昇する場面がはあったものの、おお
むねマイナスで推移しました。
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１万口（元本10,000円）当たりの費用の明細

　当期に発生した費用はありません。

当期の主要な売買銘柄（2014年7月15日から2015年1月14日まで）

　国内の現先取引のみであるため記載がありません。

当期の売買及び取引の状況（2014年7月15日から2015年1月14日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額
国 内 千円 千円

国 債 証 券 362,921,039 363,121,089
（注1）金額は受渡代金です。（経過利子分は含まれていません。）
（注2）金額の単位未満は切り捨てです。

当期の利害関係人※との取引状況等（2014年7月15日から2015年1月14日まで）

(１) 利害関係人との取引状況

区 分

当 期

買付額等Ａ 売付額等Ｃうち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
現 先 取 引（公社債） 362,921 － － 363,121 － －

(２) 売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率

項 目 当 期
売 買 委 託 手 数 料 総 額（Ａ） －千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額（Ｂ） －千円

（Ｂ）／（Ａ） －％

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における利害関係人との取引はありません。
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組入資産の明細

①　国内（邦貨建）公社債

決 算 期 当 期 末

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％

国 債 証 券 1,000,000 1,000,095 84.8 － － － 84.8
(1,000,000) (1,000,095) (84.8) (－) (－) (－) (84.8)

合 計 1,000,000 1,000,095 84.8 － － － 84.8
(1,000,000) (1,000,095) (84.8) (－) (－) (－) (84.8)

（注1）（　）内は非上場債で内書きです。

（注2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注3）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てです。

（注4）－印は組み入れがありません。

（注5）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（注6）ＢＢ格以下組入比率の計算においては、Moody'sとS&Pの格付けのうち高いものを採用しています。

②　国内（邦貨建）公社債銘柄別

決 算 期 当 期 末

銘 柄 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

（国債証券） ％ 千円 千円

第491回国庫短期証券※ － 140,000 140,009 －

第503回国庫短期証券※ － 860,000 860,086 －

合 計 － 1,000,000 1,000,095

（注1）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てです。

（注2）※印は現先で保有している債券です。

投資信託財産の構成� 2015年1月14日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 1,000,095 84.6

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 182,017 15.4

投 資 信 託 財 産 総 額 1,182,112 100.0
（注）評価額の単位未満は切り捨てです。
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資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2015年1月14日）現在

項 目 当 期 末

円
（Ａ）資 産 1,182,112,098

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 182,016,731

公 社 債(評価額) 1,000,095,100

未 収 利 息 267

（Ｂ）負 債 2,125,332

未 払 解 約 金 2,125,332

（Ｃ）純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 1,179,986,766

元 本 1,174,422,749

次 期 繰 越 損 益 金 5,564,017

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1,174,422,749口

1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,047円

損益の状況
当期（自2014年7月15日　至2015年1月14日）

項 目 当 期

円

（Ａ）配 当 等 収 益 345,884

受 取 利 息 345,884

（Ｂ）当 期 損 益 金(Ａ) 345,884

（Ｃ）前 期 繰 越 損 益 金 5,705,383

（Ｄ）追 加 信 託 差 損 益 金 102,286,802

（Ｅ）解 約 差 損 益 金 △102,774,052

（Ｆ）　 計 　(Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 5,564,017

次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) 5,564,017

（注１）損益の状況の中で

・（Ｄ）追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

・（Ｅ）解約差損益金とは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

（注２）当マザーファンドの期首元本額は1,278,766,161円、期中追加設定元本額は22,249,585,285円、期中一部解約元本額は22,353,928,697円です。

（注３）1口当たり純資産額は、当期末1.0047円です。
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フ ァ ン ド 名
当 期 末
元 本 額

円
世界好利回りＣＢファンド　２０１３－０３　為替ヘッジあり 99,642
世界好利回りＣＢファンド　２０１３－０３　円高ヘッジ・円安追随型 99,642
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１３－１２ 99,582
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０２ 99,572
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０３ 99,572
短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０４ 99,562
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－０９ 99,553
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）２０１４－０９ 99,553
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）２０１４－１２ 99,533
先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）２０１４－１２ 99,533
新興国公社債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 3,324,093
新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 200,000
新興国公社債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 1,904,380
新興国公社債オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 93,548
新興国公社債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 21,243,807
新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,989
新興国公社債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンド（年２回決算型） 8,038,528
世界投資適格債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 5,154,901
世界投資適格債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 49,966
世界投資適格債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 995,161
世界投資適格債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 2,234,005
世界投資適格債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 28,349
世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 1,013,875
世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 8,433,492
日本株　２.５ブルベア・オープンⅡ（マネー・プール・ファンドⅧ） 529,553,178
マネー・プール・ファンドⅣ 17,501,066
マネー・プール・ファンドⅥ 326,365,828
マネー・プール・ファンドⅦ（適格機関投資家専用） 976,834
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 4,314,823
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 119,857
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 769,078
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 15,855,020
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,977
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 554,401
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型） 1,608,548
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 19,961
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 19,925
米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅤ（年２回決算型） 85,774,045
米国高利回り社債ファンド（毎月決算型） 999
米国高利回り社債・円ファンド（毎月決算型） 999
米国高利回り社債・ブラジル・レアルファンド（毎月決算型） 999
国際オルタナティブ戦略　ＱＴＸ－ウィントン・アル
ファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）成長型

99,562

国際オルタナティブ戦略　ＱＴＸ－ウィントン・アル
ファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）分配型

99,562

国際オルタナティブ戦略　ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・
インベストメント・オープン（円ヘッジなし）成長型

99,562

国際オルタナティブ戦略　ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・
インベストメント・オープン（円ヘッジなし）分配型

99,561

トレンド・アロケーション・オープン 997,308
エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 99,682
エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 99,682
国際オーストラリア債券オープン（毎月決算型） 997

フ ァ ン ド 名
当 期 末
元 本 額

円
リスク・パリティαオープン 995
欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジあり 9,963
欧州ハイ・イールド債券ファンド（毎月決算型）為替ヘッジなし 39,849
米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 996,215
米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 996,215
国際　アジア・リート・ファンド（通貨選択型）為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 99,602
国際　アジア・リート・ファンド（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,602
国際　アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型） 99,602
国際　アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,602
国際　アジア・リート・ファンド（通貨選択型）マレーシア・リンギコース（毎月決算型） 99,602
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）円コース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（１年決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（１年決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（１年決算型） 9,986
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（毎月決算型） 9,986
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（１年決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（１年決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 9,960
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（１年決算型） 9,986
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,592
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅨ（１年決算型） 93,171,536
国際・キャピタル　日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅩ（年２回決算型） 38,334,180
欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジあり） 4,979
欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジなし） 4,979
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型） 99,562
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,957
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,957
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,957
ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,957
優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（年２回決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン　為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,956
優先証券プラス・オープン　為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,956
米国成長株オープン 996

合 計 1,174,422,749

（注４）当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は以下の通りです。






